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ベネシス

正
用

置

適

使

措
感染症(PTl

有
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含
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名
原材料名

・ヤコブ 2010:30(2)159-
164

Sang!inis
9フ(3):207- 100063に 同じ

100003に 同じ
(DRAFTl

November

”
岬

prOtan gene)の コドン180番 目に点変異のある
CreutzFe dt」 akob dsease)の 死亡例の報告である。フフ歳女性

安定な歩行、続いて認知症・手足/体幹の運動失調となり、発病

ら26カ 月後に肺炎で亡くなつた。剖検の結果、大脳皮賞には顕著■

綿状態・神経細胞消失・星状細胞のグリオーシスを認め、多くの老

斑(stagec)お よび神経原線維変化 (stageⅣ)を認めた。PrP
おn proteh)の免疫染色の結果、大脳皮質、特に海馬に粒状およι

点状のPrPが検出され、殆どの斑点状PrP沈 着はアミロイドβプ

ラークと一緒に存在し、本症例では、比較的強いPrp沈着とアルツハ

イマー型病変の同時発現が顕著であつた。アミロイドβプラークカ|

する要因として作用しているかもしれない。

スコットランド西部におけるバンデミックインフルエンザA(HlNl)に 感

=、

コミュニティー患者および重症患者につき、HA
子のD222G(222番 目のアミノ酸がアスパラギン

グリシンヘ変異している)について解析を行い、更に、重症患
者のうち死亡例と回復例について検討した。その結果、D222Gの 発

率は、死亡例では87%(2/23例 )に 対し、コミュニティー患者およ

では0%(0/35例 )であつた。また、D222N(ア スノ`ラギン酸→アス′くラ

ギン)の発現率は、死亡例および回復例では62%(2/32)で あつたが、
この変異の重要性は不明である。D222G変異を持つ死亡患者のうち1

例は、D222(変 異なし)およびD222Gが混在していたが、この同一患

者から再び採取した他の2サンプルからは、D222Gの み及びD222が

、当該患者は混在した変異を持つウイルスに罹患した事を

ベネシス
ロキナーゼ注 人血清アルリ

人血液 日本
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16(4): 100180に 同じ
722-723 Ap■ l
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組換え)

ヒトチロトロピン
アルファ(遺伝子
組換え)

生物由来成分

名
原材料名 原産園 感染症(PTl

クロイツフェ
ルト・ヤコブ 100244に 同じ

100244に 同じ
インフ

lv-t+,

藤製薬株 プシン

ウシ胎児血
清、ウシ血清

製造
工程社
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社

シ血液
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アメリカ、
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ド

製造
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i鶉履蝙 サギ
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ゼ(遺 伝子組換
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ター卵巣

ルゲンエキ
キス

アレルゲンエ
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tu?4>t? l*.#
夕rィレ4ックに使lェ 程

ハムス
ー卵巣細

アレルゲンエキ
ス

アレルゲンエキ

ルゲンエキ

アレルゲンエ
キス

アレルゲンエ
キス

ルゲンエキ アレルゲンエ
キス

ルゲンエキ



受理日 報告者名|

鳥居薬品

ノ`クスタ~

番号‐

10025
レルゲンエキ

レルゲンエキ

乾燥イオン交換

樹脂処理人免疫

グロプリン

アレルゲンエ
キス

原材料名

'原
産国|

人血漿 米国

Ｔ彎
．

生
・ 舗

勝
感染症(PT)

イル人免疫グロブ

XMRVと cFS(chronc faugue syndrOme)と の関連については

の血中に測定可能なレベルでXMRVが検出されている一方で、他の

研究ではCFS患者の血中からXMRVは検出されず、い力ヽ こウイルス

が伝播するか、XMRVが病気の原因であるかは不明である。ウイルス

を検出する有効な検査を見つけ、有病率を決定するために努力がな

(FDAや CDOなどの政府機関と共に)HIN(Na● onJ:nsttutes of

ath)のワーキンググループによって調査中である。現在、12の検
が血液供給への感染因子混入を防ぐために行われているが、
lRVを検出するためのFDAに 承認された検査はなく、診断基準を設
である。

こよるパンデミック(Hl Nl)2009に関する週間報告であり、世界の

地域の感染状況について更新された。パンデミックインフルエンザ
N12009の 確定症例が214ヵ 国を超える国から報告され、この中に

死亡 1809フ 例が含まれている。状況は前回から大きな変化はなく、
バンデミックインフルエンザウイルス感染の最も活動している地域は
地中海および東南アジアであり、南北半球の温帯地域では低く散発

ある。中央アフリカではB型季節性インフルエンザ感染が増加し
ており、すべてのインフルエンザ分離株の85%に達している。インフル

ジアおよびヨーロッパの一部で低いレベルでの検出が

て`おり、現在、中央アメリカで報告力
'さ

れている。

リンG

乾燥イオン交換

樹脂処理人免疫
グロプリン

人血清アルプ
ミン

人血蒙 米国
レトロウイル
ス(XMRV)

新型インフ
ルエンザ
(HlNl)

1004061100

協和醗酵キ
リン

t1=-X.t
ムスター卵巣

ポエチンアル
ァ(遺伝子組換
)

ルベポエチン
ルフア(遺伝子

え)

来トリプシン
米国、カナダ

イニー
ム ス

米国
ター卵巣細

胞
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ツキシマブ(遺

子組換え)

ツキシマブ(遺

ン及びベプシン

マブ(遺

腱え)

ツキシ

1002711全 薬工業
組換え)

レアチンlプタの障臓 米国、カナダ
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麻げ率

リツキシマブ(遺

伝子組換え)

シ血清

リツキシマブ(遺

伝子組換え)

ンキシマプ(遺

子組換え)

ンキシマブ(遺

子組換え)

ンの血清

毛性性腺
卜尿

ネチウム大 クネチウム

凝集人血清
i人血清アル

ン("mTc)
ルブミン(''

一
国一腱

全薬工業

ル 100158に 同じ

December

ebttary 1 2)

CFIA(March 31
10)

Trade News

‖y(March 16

10)

2010/7/ワ 11

式会社
ポーラフアル

式会社

ポーラフアル

′ヽイオジェ
ンアイデッ
クジヤパン

インターフェロン
ペーターla(遺伝
子組換え)

胎児血清
ウシ胎児血

液

′ヽイオジェ
ンアイデッ
クジャパン

インターフェロン
ペータ la(遺伝
子組換え)

ウシ膵臓拍
米国、カナダ

ReuterS(March
102010)

・Reuters(March
102010)

シインスリン

CFIA(March 31

.Meat Tkde News

(MarCh 16 10018Ыこ同じ
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原材料名 原産園
証
朗
擬
一

・OFIA(March 31
2010

ン・アイデッ
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ウシトランス
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米国、カナダ
製造 y(March 16

0)

・Reuters(March
102010)

'Meat TEdeフェロン

lo(遺 伝
1001851こ 同じ

型ヽはオレゴン州で死者を出し、カリフオルニアや近隣州へ移動する

程

憲騨断雲亀1躙品劣f嘲薪嘉襲翫ギ難
｀

2010/フ /1
更年期婦人

の尿抽出物

菫i鶴査風
・
甥潮響蹴穏誦鮮認:躙

I:墓藝i銅開怖異禦穫轟螺戴鑑霧
ン州におけるc gatui症例の主な原因である事を見いだした。この

t型の起源は分離されていないが、家畜動物であるネコ・イヌ・ア

パカ・ヒツジからの検出は、地域での獲得を示唆している。

100283に 同じ

100082に 同じ

100082に 同 じ

100047に 同じ

士製薬エ 卜下垂体性性 ホルモ

リヾンナトリウ リヾンナトリ
ム注射液 ム

へ′`リンナトリウ へ′`リンナトリ
ム

パルナパリンナトパルナパリン
ナトリウム

人民共和
式会社

ム

ブタの腸粘
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報告者名 ■般 各

ノフィ′`ス
ツール第一 熱ワクチン 発育鶏胚

三共 ワクチ
=

ツキシマブ(遺

子組換え)

原材料名

ポたん自質 シ血液 米国

原産国
一舗
一助

感染症(PTl

ブルセラ症

ブルセラ症

Ｔ物
．

生
●

インフルエン
ザ

季節性インフルエンザウイルスのヘマグルチニンとノイラミニダーゼ

合体ブタインフルエンザA(Hl Nl)の ヒト感染」について
がJOumJ OFinfec● ous D`eases 201Q 201に 発表された。パ

ミックHlN1 2009株 とは異なるプタ起源であるインフルエンザ
HlNl)ウ イルスの再集合体が患者3例から分離され、この3名 はカ
ダ Saskachewanの 同じ大規模プタ作業場で働いていた。ノイラミニ
―ゼおよびヘマグルチニン遺伝子がヒトHl Nlウ イルスから判明し、

2007と密接な関連があった。

イルランドの家禽における、広域セファロスポリン耐性である
e‖ a enteHca serovar Kentucky(S Kentucky)の 出現について
である。2000年 1月 -2008年 9月 にアイルランド国内でヒトおよ

動物から検出されたs Kentucky925株 は、すべてセファロスポリン

:性であつたが、2008年 10月 2009年 3月 では115株 のうち7株がセ
タキシムおよびセフタジジムに耐性であり、セファロスポリン耐性

株はニワトリおよび鶏舎粉塵から分離された。分離株のβラクタマー
ゼ遺伝子(Ы alを解析した結果、bは cMY 2遺伝子は3株およびЫasH.12遺

いずれも家禽由来S Kentuckyか らは初めて

また、分離株につき、PFGE(Puに ed nett gd

ectrophOre● s)、 Cは ss l htegronな どの結果が示された。アイルラン
では、家禽生産にセファロスポリンの使用は承認されていないが、
モキシシリンの使用がBラクタマーゼを産生し維持する選択圧と
っている点に着目が必要である。

100204に 同じ

造

程

製

エ

クセロ一鐵
ル
株

54(1):551-

1001190212

,MED― man
1001070065

100204に 同じ

国ケンタッキー州で2頭の乳牛にウシ結核陽性が確認され、3頭 目

検査中であると報告された。最初のウシがベンシルベニアで屠殺さ

る際に陽性が確認され、他の疑い2例 中1頭が検査の結果陽性で
1005281フ 68

=♂
この3頭 は食肉として流通しておらず、また、ウシ結核がヒトに

染するのは稀である。

受理 日 番号 報告者名 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産口

メルクセロー
ノ株式会社

ンキシマブ(遺

え)

マウスハイプリ
ドーマ細胞

vt7r\1
リドーマ

悪業症(P⊃

ボツリ

口内

イルス

ンフ

ンザ

2010 May 27

CDC FluView

2009-2010

有

分

含

区

メルクセロー
ノ株式会社

メルクセロー
ノ株式会社

キシマブ(遺 ウシ血清アル
ブミン子組換え)

キシマブ(遺
ウシ胎児血渭

子組換え)

ピン

ジーラン

―ユ~ジ~ラン
ド、オーストラリ
ア

100204に 同じ

米国サウスダコタ州南部中央のSbux郡で1例 の炭疸例が発生し、
ダコタ州北東部・南東部・南都中央での報告が殆どであつたの

対し、今回、初めて確定例が検出された。ノースダコタ大学は家畜

産者に対し、動物への炭疸ワクチン接種について、特に発生歴の

域に対しアドバイスを行つている。ワクチンによる免疫獲得に
は約1週間かかり、約6ヵ 月で弱まるため、接種ll画 を確認すること、

また、前回発生例の6マイル以内では接種をすること等の勧告が記載

れている。

6*fifrafr*.O1 Jvl: *+E 2010S5F 178, f,
日 2010年5月 26日 、報告日 2010年5月 27日 、原因 水疱

ウイルス。2010年5月 17日 にARIZONAで水疱性国内炎ウイ

ルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭数は乳牛5頭・ウマ科5頭 、

確定例はウマ科3頭であつた。

米国CDCは 、Week 19(2010年 5月 9¬ 5日 )に おける国内インフルエン

ザ活動が減少した事を報告した。検査の後、インフルエンザ部門に報

た検体14(09%)が インフルエンザ陽性であり、CDCに 報告され

遺

程

製

エ
グル

ウ
エ

ラ

ンヽ

´
ノ

原産回不明(米

局方及び
―ロッパ薬局

たインフルエンザAウ イルスのすべてが2009インフルエンザA(HlNl)

Season ルスであつた。また、肺炎およびインフルエンザに起因する死亡
合はe● demic threshddを 下回り、インフルエンザに関連した′

lヽ

児の死亡例は報告がなかつた。インフルエンザ様症状で来院した患

者の割合は08%で あり、全国基準の23%を下回り、調査対象である1

―夕(遺伝子組 ブタインスリン
夕膵臓抽

合品 )

130/138ページ

(Hl Nl) (19 ending

の全地域についても地域の基準を下回つた報告であつた。



番号 報告書名 ■■般名|

化学及血清

法研究所

オマリズマブ(遺

伝

用凍結乾燥製剤

オマリズマブ(遺

血液 凝固第Ⅷ

原材料名
■||●

原産国

ヒト血液

|1酔

国CDCは Week l(2010年 1月 3-9日 )に おける国内インフフレエンザ

動は減少し続けている事を報告した。検査の後、インフルエンザ部

た検体 139(36%)がインフルエンザ陽性であり、CDCに

されたインフルエンザAウ イルスのすべてが2009インフルエンザ
lNl)ウイルスであつた。また、肺炎およびインフルエンザに起因す

Season
の割合はe●demt threshddを下回った。インフルエンザに関

した7例の小児の死亡のうち、6例 は2009イ ンフルエンザA(Hl Nl)ウ

ルス感染に関係し、1例 はサブタイプ不明のインフルエンザA型と関9 2010

があった。インフルエンザ様症状で来院した患者の割合は19%で
り、国家基準の23%を下回つた。

100053に 同 じ

クラミジア Evolution 9; 10009フ に同じ

新型インフ
ルエンザ
(Hl Nl)

チクングニ

ヤウイルス

感染

′ヽルティス

′ヽフレティス

バルティス

伝

用凍結乾燥製剤

オマリズマプ(遺

伝子組換え)注射
用凍結乾燥製剤

オマリズマブ(遺

子組換え)注射
用凍結乾燥製剤

シの乳及
プタのす

い臓由来酵

素

シの皮及

骨

ウシのすい

臓

ブタのすい

アメリカ及びカ
ナダ

アメリカ及びカ

ナダ

フ`レティス

′`ルティス

ブタカルボキシ
ペプチダーゼ

オマリズマブ(遺

伝子組換え)注射
用凍結乾燥製剤

ン肉エキス
ウシの骨格

筋
オーストラリア

131/138ペ ージ

受理日 番号 報告者名

′`フレティス

生物由来成分‐ 名■ | 原材料名 原産国 |
感染症KPT)

オマリズマブ(遺

伝子組換え ウシペプトン
シの骨、

、結合組
メリカ及びカ

胆 汁

ド②ブタ:アメリブ

プタのすい オランダ、ポルトズマブ(遺

え)注射 タトリプシン

マリズマブ(遺
分解ペプ

スワク

ブタの胃 メリカ

モノクロー

ル抗体

、ベルギー、フ

ノパルティス
ファーマ

換え)注射

結乾燥製剤

ノ′ヽフレティス
フアーマ

マリズマブ(遺 マリズマブ 化マウ
組換え)注射

結乾燥製剤

伝子組換

大洋薬品エ

業

ルテパリンナト ルテパリ
リウム

ルヾナ′ヽリン′ヽリンナト
業

llrlt l& プロチニン製

エリング・
卜下垂体性性

ファーマ株式
モ ン

アルゼンチン

造中止によ
ンカ生研

=ン

日本ケミカル 用ミリモステ アルブ

2010/7/21

サーチ

ミリモステ
リモステム

タ

日本
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受理ロ 報告者名
二般名 事

一
■
生
●

||11111

F,料争|

2100原液

剤基準人血

清アルプミ

人血液

針
区分

ゼリア新薬
工業

ゼリア新薬
工 業

日本メジフィ
ジックス

日本製薬

熱水抽出 菌熱水抽

抽出

日本

感染轟 PTl

クロイツフェ
ヤコプ

新型インフ

100108に 同じ

16(4) 100180に 同じ

五酢酸テクネテウ

液凝固 第X
第区因子複合体 複合体

人ハプトグロビン
プヽトグロピ

ルエンザ
(Hl Nl)

型クロイじ

フェルト・ヤ
コブ病

型クロイリ
フェルト・ヤ

20(5)625-631:
2009 0ctober

722-723 Ap市 1

1-32009
100094に 同じ

異型クロイ｀

ルト ヤ
コブ病

Lancet 2009,374:
100003に 同 じ

lnfections
100180に 同じ

Diseases 2009i

15(5):フ 04-709

2009:

34-3フ : 100003に 同じ

January 22

100094に 同じ

一般名
生物由来成分

名

証
朗
証
一

感染症(PT)

インフ
ンザ

Infectious
iseases 2010:

72-678

100180に 同じ

曲
９４９８

100180に 同じ

Weekly

16(10) 100180に 同じ

March 12

Hl Nl)

ンザ

Diseases 16(4):

722-723 ApHI

100180に 同じ

30(2):159- 100244に 同じ

100244に 同じ
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一証
一鯛
柵

晨崖歯|一一一
番 号 ■讐■|「ヤ,争

2010 May
血者の検体もしくは献血検査が 1)HBs抗 原検査で繰り返し陽性であ

る2)抗 HBc抗体検査で繰り返し陽性結果である、又は3)HBV NATで

である場合には、その供血者の供血を無期限に延期しなければ
けヽない。
抗HBc検査結果によって供血延期となつた供血者に追跡検査の :

を希望する場合、8週 間の待機期間が終了する前に、追跡検査を

てよい。、H8s抗 原.抗 HBc抗 体及びHBV NATのすべてが陰性

、再登録の資格を得る。8週間の待機期間中に、

抗HBc抗体及びHBV NATのいずれかの結果が陽性の場

合は、再登録は不適合であり、供血を無期限に延期することを推奨

する。

プリオン除去フィルターを用いた赤血球からのプリオン感染性の評価
に、新しい高感度細胞培養を用いた研究報告である。12日 培養の

血球にスクレイビー感染マウスの脳ホモジネートが

変彗:勤魔飩 野子項鶴 厚魔劣霧裟性
TransFusion 50(5)

980-988
Jl,rl. flE t*tAHt\t:SSoA(standard scrapie cell assav)l-

つて測定された。その結果、全ての22層 プリオン除去フィルターは

10年 5月 、FDAは抗HBc抗体の検査の結果、供血延期となつた供

の再登録に関する再検証方法について、ガイダンスを発表した。

抗HBc抗体が2回 以上繰り返し陽性のため、供血が無期限に延期

た供血者について1ま 、1)繰り返し陽性反応の最後の検査から

最短8週間後の当該供血者の追跡検体において、FDA承認の検査

で、HBs抗 原.抗 HBc抗体及びHBV NATが陰性である場合、及び2)

当該供血者の献血前の血液検体において、FDA承 認の検査で、HBs

抗原.抗 HBc抗体及びNATが陰性であり、当該供血者が全血及び血

液成分の供血者として適合基準に全て適合している場合、ドナープー

ルに再登録できる。
B ttHBc抗体が2回 以上繰り返し陽性のため、供血延期となつた供

澪 醜

`モ

:世 牌 η話議 」 褒 犠 誦

血を介した異型クロイツフエルト・ヤコプ病感染リスクを減じるための

装置のスクリーニングや発見に貢献するであろう。

ルト・ヤ
コブ病

グラクソ・スミ
スクライン

ソ スミ

スクライン

シリヌス毒 人血清アルプ

ミン

ウシ0さ 臓、血

液、乳、骨格

筋、膵勝

,シ (心臓、

乳 、

膵

ツジ(血液)
工程
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番 号 報告者名 一般名 原材料名 原産国
生物由来成分

‐
名

適正

措置

舗
吟

感染症(PTl

・‘
ン

一ツ

ラ

フ́

ク

型ボツリヌス毒

素

ムロモナブーCD3
ムロモナブー

ス腹水

ムロモナブーCD3 シ血液

ロモナブーCD3 ウマ血清 マ血液

アダリムマブ
遺伝子組換

え)

ボットジャ マブ(遺
ムスター卵巣

ボット・ジヤアダリムマブ(遺 シ碑臓及瑯
鞘 び血液

メリカ

メリカ合衆国

プエカ

コ

メ

ト

マブ(遺

ミえ)

ン` 伝子組換え)

バ ン 組換え)

インターフェロン
大塚製薬 フレファ(BALL―

液の酵

ンターフェロ
アルフア

,1)

トリンパ芽

胎仔血清 ン血液

ンターフェロン
ルフア(BALL―

ンターフェロン
フレファ(BALL―

ハムスタヽ ヒト

リンパ芽球細 ハムスター大塚製薬

大塚製薬

皮下で増

一ナル抗体
マウスハイ
プリドーマ

インターフェロン ふ化鶏卵(セン

ダイウイルスを
増殖)

大塚製薬 ルフア(BALL―

イギリス
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■般名

パリビズマブ(遺

伝子組換え)

生物由来成分
●名||・

含有
区分

インターフェロン

大塚製薬 アルフア(BALL―

1) ギ抗血清

ブタ由来酵素

製造
工程

インターフェロン

アルファ(BALL―
ンダイウイ

リペ

くリビズマブ

遺伝子組換
え )

マウスミエロー
マ細胞

夕膵臓 日本

ス培養

製造

工程

プトン)

くリピズマブ(遺

子組換え)

ボット・ジャ リヽピズマブ(遺

ンヾ

アボット・ジャ

有効

成分

製造
工程

無

無

ンヾ
ウシ血液

_ュージーフン 製造
工程

「―ストラリ
ア、_ュージー 製造

工程

ニュージーラン

無

無

無

無

ボットジャ リ`ビズマブ(遺

こヽ′ 伝子組換え)

ボット リ`ピズマブ(遺

'ン

子組換え)

ジャ リヽビズマブ(遺

子組換え)

局ヒト織毛性

あすか製薬

′`クスター
加熱人血漿たん
自

ポプロテイン ウシ血液

卜絨毛性性
モ ン

人血清アルブ

シ血液
製造
工程

「―ストラリ
毛

プラジル

血液 米国

ン血液 ―ストラリア

ア、_ユーン~
ランド

工程

有効

工程

無

効

分

Prc MED― ma‖

ProMED― ma‖

201004061100

100259に 同じ

100259に 同 じ

100259に 同じ

イル

ス(XMRV)

′ヽクスター

ノ`クスター

ルリオクトコグア
ルファ(遺伝子組
換え)

シ血清アル

ミン

シ胎児血清
寵因子モ

ス(XMRV)
イリレ

ルリオクトコグア
ルフア(遺伝子組
換え)

ノクローナル ス(XMRV)
ProMED― mal
201004061100

イル
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受理 日 番号 報告者名 一般名
物 由 黎 虚 会

原材料名 原産曰
有

分

含

区

文

献

Ｅ

開

正

用

置

適

使

階
出典 概 要

名

2010/7/3( 100345 クヽスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺 伝子組
換え)

インスリン(抗

第Ⅷ因子モノ

クローナル抗

体製造用)

ウシ膵臓 米国
造

程

製

エ
有 有 無

レトロウイル
ス(XMRV)

ProMED― ma‖

201004061100
100259に 同じ

2010/フ /3( クヽスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺伝子組
換え)

アプロチニン ウシ肺
ニュージーフン 造

程

製

エ
有 有 無

レトロウイル
ス(XMRV) 201004061100

100259に 同じ

2010/7/31 クヽスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺伝子組
換え)

人血清アルブ

ミン
人血漿 米国

添加

物
有 有

有

無
レトロウイル
ス(XMRV)

ProMED― ma‖

201004061100
100259に 同じ

2010/7/3( ノ`クスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺伝子組
換え)

ルリオクトコグ
アルフア(遺 伝
子組換え)

遺伝子組換
えチヤイ
ニ
=ズ

ハム
スター卵巣

細胞株

該当なし
効

分

有

成 有 無
レトロウイッレ
ス(XMRV)

ProMED― ma‖

201004061100
100259に 同じ

2010/7/3( 100349 クヽスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺 伝子組
換え)

帯Ⅷ因子モノ

ンローナル抗

本製造用-1)

ウシ血液 米国
造

程

製

エ
有 有 無

レトロウイル
ス(XMRV)

ProMED― ma‖

201004061100
100259に 同じ

2010/7/3( 100350 クヽスター
ルリオクトコグア
ルファ(遺伝子組
換え)

音養補助剤 (抗

事Ⅷ因子モノ

ンローナル抗

本製造用-2)

ウシ肝臓
米国又はカナ
ダ

造

程

製

エ
有 有 無

レトロウイル
ス(XMRV)

ProMED― ma‖

201004061100
100259に 同じ
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